
第 1回「江戸川区みどりの基本計画」改定委員会 

意見の概要 

 

 令和４年８月 31 日（水）に第 1 回「江戸川区みどりの基本計画」改定委員会を開催し、以下の

内容についての説明を行い、意見交換を行いました。 

 

１） 現行「みどりの基本計画」の概要 

２） 計画改定の目的・背景 

３） みどりの現状と課題 

４） 改定の方針 

５） 公園のあり方について 

６） 検討体制・スケジュール 

 

意見交換１ 農地について 

〇地域の声を聴きながら農地を守っていけば、農業者が手放さざるを得なくなった農地であって

も、誰かがその役割を担い守られていくのではないかと思っている。 

〇昔に比べて農地面積が減っておりこれに歯止めをかけなければならない。 

〇農地を維持していくには後継者や相続税の問題が課題としてある。 

〇地場で生産物がうまく循環するような仕組みになると農業そのものに活力が出ると思う。 

〇農は篠崎・鹿骨以外はほとんどない。これだけ減った農をどうすれば少しでも増やすことがで

きるのか、少しでも役に立てればと思っている。 

〇農業体験や水とみどりを含めたコンテンツを活用してコミュニケーションを高めていけば江

戸川区の地域力も上がっていくと思う。 

〇行政としてみどりを守っていこうという姿勢は見えるが、最終的に農地は個人の財産であり、

農業を継続するか否かは個人の問題となってしまうのではないか。 

 

意見交換２ みどりの基本計画について 

〇コロナ禍で屋外での過し方が見直されてきている中、今後はみどりの中でどう過ごしていくか

が重要になってくる。 

〇江戸川区は「みどり」と「水」という順番ではなく「水」が先に来るほど水資源が豊かであり、

それをうまく活用した計画にしてほしい。 

〇今回の改定では、量も大切だが、質も高めるような視点の計画にしていければと思っている。 

 

 



意見交換３ ボランティアについて 

〇ここ２年間はコロナ禍で活動があまりできなかった。 

〇ボランティア・業者・区役所の３者が分かり合えないと活動はうまくいかない。 

〇ボランティアは基本的に奉仕なのでお金のためにやっていない。 

〇郷土に対する愛でやっているので、「やりがい」や「生きがい」が一番である。 

 

意見交換４ みどりについて 

〇水の都という表現で区の特徴を表していることもあり、都市基盤の中で水・みどりの持つポテ

ンシャル、農地の保全も含めて江戸川区らしさについて意見交換がしたい。 

〇現在の素敵な環境を後世・孫の時代にどうしたら伝えることができるのかを考えていきたい。 

 

 


